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◆ 明けましておめでとうございます．2011年の新しい
年を迎えました．気持ちも新たに，この一年をしっか
りと歩んでいきましょう．年頭に当たっての加藤GSJ
代表の巻頭言は如何でしたか．「十年一昔」といいま
すが，10年が経つと様々な面で新たな進展が見られ
るものです．私たちのこれまでの活躍・実績，ならび
に今後の意気込みと活動に，読者皆様方のご理解と
ご支援・ご協力をお願いしたいと思います．
さて，今月号は「空中探査」に関する特集記事7編と
一般記事4編による構成となっています．
◆ 前述の通り，10年が経つと空中探査システムにつ
いても新たな進展が見られ，10年前に産総研で空中
探査に係わるシンポジウムを開催してから大きな進展
が認められました．そこで，今回大熊氏が中心となっ
てそれらをまとめていただいています．空中探査は，
航空機に計測機器を搭載し，空中を飛行しながら
種々のデータを取得し，その情報から地球内部の構
造や状態を知ることができる探査法です．広い領域
を迅速に遠くから情報を得ることができる優れもの
で，興味深い話題がいっぱいとなっています．
◆ 初めに大熊氏ほかが，この10年間における産総研
における空中物理探査の変遷を有珠山や富士山の調
査を通して紹介して下さっています．噴火等でアクセ
スできない地域の調査に有効であることが詳しく紹介
されていますので，じっくりとお読み下さい．
◆ 瀬川氏は，自前で国産の空中重力計を開発し，測
定精度を検討した模様を詳しく報告して下さってい
ます．私も化学分析をするので，常に測定結果の精
度に関心を持つ気持ちがよく理解できます．
◆ より深い地下構造を探査するために地表に電流送

信装置を設置する空中電磁探査法が近年開発されて
おり，茂木氏ほかに彼らが開発した，地表電場ソース
型時間領域空中電磁法を紹介していただいていま
す．どのようなものか，じっくりとお読み下さい．
◆ 空中探査は広い領域を迅速に遠くから情報を得る
ことができる優れものですから，いろいろなセンサー
を搭載して調査すると，多くの情報を得ることができ
ます．こうしたことから実際に総合的に調査した結果
を，結城氏ほかに紹介していただきました．
◆ 宇津木氏は，手作りの空中磁気探査システムによ
る口永良部島火山や九重火山の調査結果を紹介して
下さっています．本特集の最後には，南極観測用の
小型無人飛行機システムを開発して，空中磁気探査
を試みたことを，海外での運行のご苦労話とあわせ
て船木氏に紹介していただきました．
◆ GSJの研究者の中には，海外調査経験から様々な
海外情報がありますが，ベトナムでの生活を2年間ほ
ど経験した船引氏から，あちらの様子を紹介していた
だきました．現地の生活スタイルや社会主義国での調
査の大変さなどがにじみ出ています．続く高橋氏は，
国内の仙台近郊の地質見学案内をしており，フィール
ドを巡る気分で読んでいきましょう．
◆ ゲーテと地質学との関わりは本誌583号でも紹介
されていますが，国分氏からは新しい視点で見たゲ
ーテ像を取り上げていただきました．連載で続きます
ので今後も楽しみです．また，ゲータイトに因んで青
木氏に様々な形態の含水酸化鉄鉱物の紹介を口絵
でしていただきました．最後は斎藤氏による地質図商
品の話題の締めくくりです．読者の皆様におかれまし
ても，良い年でありますよう． （金井　豊）




